
友人の珈琲店のオリジナルコーヒーの個

包装タイプのドリップ

コーヒーです。

奥さんが広島カープ

ファンなのでこのデザ

インになったのでしょ

うか？

私はドラゴンズファンなので、もっとド

ラゴンズらしいデザインにしていただきた

いです。

今年のドラゴンズ、どうなることやらで

すね。根尾選手、まだまだ凄い選手になる

と思いますよ。 征阿

毎年お雛さまが終わりその片付けと共に

「五月飾り」をしてくれる妻です。今年も

勇ましく「兜」が鎮座しています。でも何

か違和感を持ちつつ３日ほど経過して毎回

気が付きます。兜の２本の「角」がついて

いません。

私が思うに角

無しの兜なんて

ジンギスカンの

鍋です。これで

３度目です。これでは日本の武士の面目が

たちません。まるで、台風が襲来して慌て

て撤退しその船に乗り遅れた蒙古の不細工

な兵士ではないですか。女性はその点の執

着があまり無いのでしょう。

檀家さん宅でも同じ光景を見ました。

俊徳丸

落ちた筋肉を戻すのに大豆プロテインを

送って下さった方がいました。1kgの袋を。

飲みにくかったの

で、牛乳を材料にす

るものに替えてみま

した。この夏には筋

肉バキバキで、腹筋が６つに割れているこ

とでしょう。と思うのですが。 迷走ボー

ある方から東大寺修二会（お水取り）の

お松明の燃えかすを頂きました。

今年の修二会は新型コロナウィルス感染

防止の為、一般参拝はかなり制限があった

そうです。1270 年の歴史を途絶えさせない

為に、最大限の配慮をしての無事遂行、満

行だったとか。NHK の BS プレミアムで放

送された DVDもお借りしました。

練行衆の読経の声、「走り」、「達陀（だっ

たん）」、堂内に響く差懸（さしかけ：歯の

ない下駄）の音。

素晴らしい行です。昼

間に見ては雰囲気が出な

いと思い、午前３時から

１８０分、この燃えかす

を手に拝見しました。

一度、実際に体感したいものですが、二

月堂下の芝生の傾斜に耐え、お松明を仰ぎ

見るのはかなり根性と体力が必要だそうで

す。 訶梨帝母

『友引町内会通信』をスマホでお読みい

ただくには、http://www.daigoji-temple.jp/

「友引町内会通信」をクリック。 寺務局
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メ
ル
カ
リ
始
め
ま
し
た

先
日
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
【
メ
ル
カ
リ
】
を

始
め
ま
し
た
。
【
メ
ル
カ
リ
】
と
は
ネ
ッ
ト
上
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
テ
レ
ビ

で
も
流
れ

CM

て
い
る
の
で
「
流
行
っ
て
い
る
の
ね
〜
」
程
度
で

し
た
が
、
友
人
が
「
友
達
紹
介
す
る
と
５
０
０
ポ

イ
ン
ト
（
５
０
０
円
）
も
ら
え
る
か
ら
や
っ
て
」

と
言
わ
れ
、
安
易
に
始
め
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は

ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
て
っ
と
・
・
・
。

ま
も
な
く
、

５
０
０
が
私
に
も
入
っ
た
通
知

P

と
「
登
録
後

時
間
以
内
に
出
品
す
る
と

５
０

24

P

０
追
加
」
の
通
知
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
欲
が
出
る

凡
人
の
性
。
他
人
様
に
お
譲
り
す
る
よ
う
な
物
は

無
い
が
、
と
悩
み
つ
つ
、
手
芸
品
の
在
庫
箱
か
ら

朱
印
帳
袋
を
出
し
、
ア
プ
リ
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
沿
っ
て
「
着
物
地
（
正
絹
）
で

リ
メ
イ
ク
し
た
朱
印
帳
袋
（
巾
着
仕
立
て
）
」
な

ど
と
素
材
や
サ
イ
ズ
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

さ
て
、
値
段
は
ど
う
つ
け
る
？
と
思
い
悩
む
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
プ
リ
が
写
真
か
ら
判
断
し

 て
「
似
た
よ
う
な
物
が
◯
円
〜
◯
円
で
売
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
そ
の
中
で
適

当
に
決
め
れ
ば
よ
し
。
そ
し
て
「
出
品
」
を
ポ
チ

リ
。【

メ
ル
カ
リ
】
の
売
上
手
数
料
は

％
。
送
料

10

を
ど
ち
ら
が
持
つ
か
は
売
手
の
自
由
設
定
。
安
価

な
専
用
配
送
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、
動
画
説
明
も
さ

れ
て
い
て
な
か
な
か
優
れ
も
の
。
売
上
金
は
現
金

化
も
可
能
。

翌
日
、
ア
プ
リ
か
ら
「
◯
◯
さ
ん
が

朱
印
帳
袋
を
購
入
し
ま
し
た
。
発
送
手

配
し
て
く
だ
さ
い
」
と
通
知
。
「
ウ

ソ
？
本
当
に
売
れ
た
の
？
発
送
？
」
と

オ
ロ
オ
ロ
と
動
揺
。
再
度
「
発
送
の
仕

方
」
を
確
認
し
な
が
ら
買
手
に
メ
ー
ル
。
「
初
出

品
で
翌
日
お
買
い
上
げ
頂
き
、
動
揺
し
な
が
ら
梱

包
中
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
す
る
と

「
そ
う
で
す
か
。
ご
縁
で
す
ね
。
慌
て
な
く
て
い

い
の
で
発
送
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
返
信
。
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
の
や
り
取
り
な
の
で
老
若
男
女
さ
っ

ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
ご
縁
で
す
ね
」
の
一

言
で
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
い
「
初
出
品
記
念
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
と
書
き
も
う
一
枚
サ
ー
ビ
ス
。
二
枚
の

朱
印
帳
袋
を
ビ
ニ
ー
ル
ケ
ー
ス
と
封
筒
に
入
れ
コ

ン
ビ
ニ
へ
。
ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ
る
バ
ー
コ
ー
ド

を
ピ
ッ
と
す
る
だ
け
で
売
手
、
買
手
と
も
に
住
所

も
わ
か
ら
ず
配
送
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

感
動
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
息
子
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
ジ
ャ
ー
ジ
（
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
お
古
）
を

出
品
。
市
内
の
ク
ラ
ブ
な
の
で
、
欲
し
い
人
は
か

な
り
限
ら
れ
る
物
。
ち
ょ
っ
と
し
た
お
試
し
と
い

う
か
挑
戦
。
す
る
と
半
日
で
「
◯
◯
さ
ん
が
購

入
」
と
通
知
。
一
回
目
よ
り
更
に
驚
愕
。
「
今
年

か
ら
幼
稚
園
で
◯
◯
ク
ラ
ブ
に
入
り
こ
の
サ
イ
ズ

を
探
し
て
い
ま
し
た
」
と
。
き
っ
と
若
い
マ
マ
か

な
ぁ
と
想
像
し
つ
つ
、
小
さ
な
香
袋
を
オ
マ
ケ
に

つ
け
て
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
ダ
ッ
シ
ュ
。
さ
あ
、
次
は

何
を
出
品
し
よ
う
か
し
ら
。

友
人
（
独
身
）
に
話
す
と
「
楽
し
そ
う
。
紹
介

し
て
よ
か
っ
た
。
私
が
始
め
た
理
由
は
断
捨
離
よ
。

五
十
も
過
ぎ
た
し
い
ろ
い
ろ
片
付
け
始
め
な
き
ゃ

ね
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
、
事
情
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
。

お
も
わ
く

訶
梨
帝
母
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坊さんはなぜ剃髪するの 

現代の日本で、職業で髪型が定められている

のは大相撲の力士と坊さんぐらいでしょう。私

はお寺に生まれ育ちましたが、高校を卒業して

京都の本山へ入山するまで丸坊主にしたこと

は一度もありませんでした。本山へ修行に行く

ことには不安がありましたが、丸坊主にするこ

とは特に心配でした。丸坊主になった自分の顔

が想像できず何日もの間、鏡を見ることはでき

ないであろうと思いました。18 歳の４月８日、

本山の門をくぐったその夜、ついにその時はや

ってきました。ずっと年上の先輩僧侶が廊下で

年季のいったバリカンで問答無用であっとい

う間に刈あげました。同じ日に入門した九州か

ら来た K 君が私の次に丸刈りにされていまし

たが、半分刈ったところで弱弱しく聞こえてい

たバリカンの音がパタッと止まりました。先輩

僧侶が「明日、電気屋さんに修理してもらうか

らそれまで辛抱しとけ！」と言い、いとも簡単

に人生初の剃髪の儀式が中断されました。私は

不安などすっかり忘れ、「あぁ～２番目でなく

て良かった」という安堵感とモヒカン刈りにな

った K 君の困った顔が可笑しくてたまりませ

んでした。１年後、その先輩が本山を去る時、

あの時バリカンが故障したのは嘘で、門をくぐ

ってから私があまりにも不安そうで夜逃げを

するのではないかと心配になり、K 君が犠牲に

なったことを知りました。合掌 
 

 初めて剃髪して 40 年の月日が過ぎ、今では

毎朝風呂場で剃髪しています。10 分もかかりま

せん。その時鏡は一切見ません。鏡を頼ると肌

を傷つけるもとになります。頭皮と剃刀がすれ

る音の変化だけをたよりに剃ります。先日、春

彼岸の法要に京都へ行く際、駅のトイレで用を

足し、手を洗っている時に今朝剃り上げたばか

りの自分の頭を鏡で見ました。その出来栄えの

すばらしさに「今日もピカピカやなぁ！」と思

わず声が出てしまいました。すると左斜め後ろ

から熱い視線を感じました。恐る恐る確認する

と、禿げたサラリーマン風のオジサンが用をた

しながらこちらを睨んでおられます。てっきり

自分がからかわれたのだと思われたのでしょ

う。私のようなピカピカ頭に言われては文句な

ど到底言うことはできません。磯野波平氏のよ

うに残り少ない髪を慈しみ「威厳」をもって

堂々と生きて行ってほしいものです。 

 

 随分前に産婦人科の先生の話を聞いたこと

があります。「最近、帝王切開をすると羊水か

らシャンプーやリンスの匂いがする」という恐

ろしいものでした。また修験者の方からは「滝

に打たれる芸能人などの動画はでたらめで、昔

の偉い修験者は髪に水が触れないよう肩で滝

を受け止める」と聞きました。髪が水に触れる

と「気」を抜かれるそうです。「朝シャン」は

学校で集中力を失い成績が悪くなるそうです。

そんな神秘的な「髪」を扱う平安時代の宮中で

公家たちの髪を扱いお仕えした髪結師はとて

も高い「位」だったそうで、そこに出入りする

僧侶には到底得られないであろう高さだった

そうです。それで坊さんは剃髪をするようにな

ったそうです。真実かどうかは不明です。ただ、

年配のご婦人が美容室の店主を「先生」と呼ぶ

のもその名残らしいです。         俊徳丸 



女優の綾瀬はるかさんの名字が「蓼丸」（た

でまる）と知りました。広島県では由緒ある

姓で、全国で 10人ほどしかおられないとか。

珍しい名前の方のメリットとしては、

①直ぐ覚えてもらえる

②先祖代々受け継がれてきて愛着がわく

③聞いた人が新しい知識を得た気持になる

デメリットは、

①電話で伝えにくい

②既製品のハンコがない

③間違って記載されやすい

珍名さんは外国にも居られます。特にフィ

ンランド人は、「大阪に住まん方がええよ」。

ヤンネ・アホネン(Janne Petteri Ahonen)ス

キージャンプの優秀な選手です。アホとは

「森林地帯の空き地」、ネンは「小さい」とか

「～の子」を表しますので「アホの子」です。

その他にもアホカス(Ahokas)、パーヤネン

(Paajanen)、プースカ(Puuska)、アシカイネン

(Asikainen)、ヤルキ・カタイネン（政治家）。

他の国にも、

マリア・カラス(20世紀最高のソプラノ歌手)

ファン・シネ（韓国の女優）

ヨーカイ・モール（ハンガリーの作家）

バカチンKGB議長（ソ連時代の９代目）

コラ・ボケール（フランスの歌手）

フリン環境相（アイルランド）

コカン外相（スロバキア共和国）

ムハンマド・オマル（タリバンの指導者）

フランコ・ウンチーニ（イタリアのオートバ

イライダー）

マタスケレケレ大統領（バヌアツ共和国）

ニャホ・ニャホ＝タマクロー（ガーナのサッ

カー協会元会長）

以上のような珍名さんは、外国からの労働

力受け入れを促進すると国内に必ず増えます。

移民受け入れと同時に、もっと後押しが必要

なのが女性の社会進出ではないでしょうか。

障害の一つは、日本人同士の結婚では、男女

どちらかが相手の姓に変更しなければならず、

同姓・別姓を選択する自由がないことです。

改姓をする96％が女性となっていること

（平成28年度厚生労働省統計）は、女性にだ

け改姓が強制されているようなもので、男女

平等の妨げとなっています。

ちなみに、男女同姓を強制している国は、

先進国の中では日本だけです。

結婚すると、女性だけが銀行口座、キャッ

シュカード、運転免許証などの名義変更をし

なければなりません。その手続きの煩雑さを

男性は知りません。旧姓で積み上げてきた仕

事上の信用や実績を新しい姓で一からやり直

さねばなりません。

綾瀬はるかさんが結婚して夫の姓になれば、

「蓼丸」さんは 10人から９人に減ります。そ

の土地の特徴から生まれた故に一部にしか存

続しない姓、日本各地に残る伝統を伝える意

味からも選択的夫婦別姓はもっと議論を進め

ていただきたいものです。 迷走ボー
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『
私
説
法
然
伝
』(

７
６)

法
然
が
く
る
③

先
月
号
で
は
法
然
が
く
る
と
い
う
こ
と
で
、「
大

原
問
答
」
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
そ

の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
大
原
問
答
の
結
末
は
、
顕
真
法
印
の
感
謝
感

激
の
念
佛
行
道
に
て
終
わ
っ
た
と
伝
記
に
は
あ
る
。

顕
真
法
印
は
法
然
上
人
を
称
賛
し
て
阿
弥
陀
佛
の

化
身
で
あ
る
と
ま
で
言
わ
れ
た
の
だ
。
よ
ほ
ど
の

イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
感
激
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

顕
真
法
印
は
こ
の
後
に
念
佛
の
人
と
な
っ
た
。
そ

し
て
天
台
座
主
と
な
り
、
や
が
て
往
生
を
迎
え
る

そ
の
日
ま
で
念
佛
の
人
で
あ
り
、
他
者
へ
も
念
佛

を
勧
め
続
け
た
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
法
然
上
人
の
言
葉
に
顕
真
法
印
の
望

ん
で
い
た
答
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
は
こ
の
後
の
顕

真
法
印
の

消

息
（
手
紙
）
の
内
容
が
記
述
さ
れ

し
よ
う
そ
く

て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
言
葉
か
ら
考
え
て
い
く
と
、

顕
真
法
印
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、
罪
障

消
滅
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
罪
障
消
滅
と
は
、
自

分
が
作
り
出
す
罪
障=

悪
業
が
消
え
る
か
ど
う
か
と

い
う
事
で
あ
る
。
顕
真
法
印
は
法
然
上
人
の
話
を

聞
い
て
、
念
佛
の
利
益=

功
徳
は
自
己
の
作
り
出

り

や
く

す
悪
業
が
消
え
る
の
だ
と
い
う
確
信
を
持
っ
た
。

あ
く
ご
う

正
確
に
書
け
ば
、
自
己
の
悪
業
が
極
楽
往
生
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
阿
弥

陀
如
来
の
願
い
は
罪
障
を
持
つ
我
々
を
救
う
事
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
然
上
人
は
学
問
の
人
で
あ

り
、
顕
真
法
印
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
求
め
る
と

こ
ろ
は
同
じ
で
あ
り
、
悩
む
と
こ
ろ
も
同
じ
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
法
然
上
人
は
一
つ
の
気
づ
き=

回

心
に
よ
っ
て
念
佛
と
い
う
も
の
を
理
解
さ
れ
て
い

っ
た
よ
う
に
、
顕
真
法
印
も
ま
た
気
づ
き
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

大
原
問
答
か
ら
わ
か
る
事
は
、
法
然
上
人
の
考

え
を
理
解
し
賛
同
す
る
法
然
上
人
と
は
全
く
違
う

立
場
や
考
え
方
の
僧
侶
が
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

単
純
に
カ
リ
ス
マ
性
で
あ
る
と
か
話
術
で
あ
る
と

か
、
そ
う
い
っ
た
点
で
法
然
上
人
が
世
に
認
め
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
法
然
上

人
の
考
え
た
結
果
で
あ
る
と
か
見
つ
け
た
事
実
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
非
常

に
重
要
な
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
後
の
法
然
上
人

の
人
生
に
も
関
わ
る
事
で
も
あ
る
の
だ
。
今
後
の

法
然
上
人
の
人
生
を
考
え
る
点
で
、
大
原
問
答
と

い
う
も
の
は
非
常
に
示
唆
に
富
む
の
で
あ
る
。
顕

真
法
印
と
い
う
天
台
座
主
に
な
る
程
の
僧
侶
が
法

然
上
人
の
示
し
た
思
想
に
賛
同
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。】

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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続
・
観
経
物
語(

２
３)

観
経
要
讚
㉒

中

品
の
下
は
孝
養
仁
慈

ち
ゆ
う
ぼ
ん

こ
う
よ
う
じ
ん

じ

こ
の
一
品
は
世
福
な
り

い
ち
ぼ
ん

せ

ふ
く

下
輩
の
善
は
こ
こ
に
あ
り

げ

は
い

以
上
の
六
品
み
な
善
機

ろ
く
ぼ
ん

ぜ
ん

き

観
経
の
教
え
も
、
上
品
の
人
か
ら
中
品
の
人
へ

の
説
明
に
移
り
ま
す
。

「

中

品

上

生

と
は
、
若
し
衆
生
有
り
て
、

ち
ゆ
う
ぼ
ん
じ
よ
う
し
よ
う

も

五
戒
を
受
持
し
、
八
戒
斎
を
持
し
。
諸
戒
を
修
行

し
、
五
逆
を
造
さ
ず
、
衆
く
の
過
患
無
く
ば
、

お
お

か

げ
ん

此
の
善
根
を
以
て
、
廻
向
し
て
西
方
の
極
楽
世
界

に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
願
い
求
む
」

「

中

品

中

生

と
は
、
若
し
衆
生
あ
り
て
、

ち
ゆ
う
ぼ
ん
ち
ゆ
う
し
よ
う

若
し
く
は
一
日
一
夜
、
八
戒
斎
を
受
持
し
、
若
し

く
は
、
一
日
一
夜
、
沙
弥
戒
を
持
し
、
若
し
く

し
や

み

か
い

は
一
日
一
夜
、
具
足
戒
を
持
し
、
威
儀
欠
く
る
こ

い

ぎ

と
無
か
ら
ば
、
此
の
功
徳
を
以
て
、
廻
向
し
て
極

楽
国
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
願
い
求
む
」

こ
の
二
品
は
三
福
の
う
ち
、
戒
福
で
し
た
。

次
に
、
「

中

品
下

生

と
は
、
若
し
善
男
子
善

ち
ゆ
う
ぼ
ん

げ

し
よ
う

女
子
有
り
て
、
父
母
を
孝
養
し
、
世
の
仁
慈
を
行

わ
ん
に
、
此
の
人
、
命
終
わ
ら
ん
と
欲
す
る
時
、

善
知
識
の
、
其
の
為
に
阿
弥
陀
佛
の
国
土
の
楽
事

を
広
説
し
、
亦
法
蔵
比
丘
の
四
十
八
願
を
説
く
に

ま
た

遇
わ
ん
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
中
品
と
分
類
さ

れ
る
生
き
方
と
か
生
活
態
度
の
示
し
か
た
を
現
さ

れ
る
人
た
ち
の
う
ち
、
下
生
の
往
生
を
す
る
で
あ

ろ
う
人
た
ち
と
は
、
ど
の
様
な
生
き
方
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
、
関
本
師
は
、
観
経
要
讚

に
於
い
て
、
「
中
品
の
下
は
孝
養
仁
慈
、
こ
の
一

品
は
世
福
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

孝
養
と
は
親
孝
行
の
こ
と
、
仁
は
仁
義
の
こ
と
、

仁
に
は
博
愛
の
意
味
が
あ
り
、
義
は
正
義
の
略
で

あ
り
、
慈
は
慈
悲
の
こ
と
、
佛
の
慈
悲
で
は
な
く

思
い
や
り
の
心
に
近
い
。
ま
と
め
て
道
徳
上
の
善

を
言
い
、
宗
教
上
の
善
と
は
異
な
り
、
日
常
生
活

の
な
か
で
経
験
的
に
得
ら
れ
覚
え
る
良
き
心
を
言

い
ま
す
。
そ
れ
で
世
の
中
の
福
寿
の
意
味
で
世
福

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
中
品
下
生
に
説
か
れ
る
、

や
が
て
は
三
心
を
得
て
極
楽
浄
土
へ
往
生
を
遂
げ

る
人
た
ち
の
、
日
常
の
行
い
の
す
が
た
を
表
し
て

い
る
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
上
品
か
ら
中
品
の
二
品
で
、
行
福
、

戒
福
、
世
福
の
三
福
の
配
置
が
終
わ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
は
残
り
の
下
三
品
、
下
輩
の
人
た

ち
は
ど
の
様
な
心
を
起
こ
し
、
ど
の
よ
う
な
行
い

を
為
す
人
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

要
讚
で
は
、
予
告
の
よ
う
な
か
た
ち
で
『
下
輩

の
善
は
こ
こ
に
あ
り
。
』
と
し
て
、
こ
の
中
品
下

生
の
人
た
ち
の
日
常
の
行
い
を
表
示
し
て
い
ま
す

が
、
下
輩
の
人
た
ち
の
行
い
が
、
こ
の
中
品
下
生

の
世
福
の
行
い
を
し
て
往
生
す
る
人
た
ち
の
行
い

と
同
じ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
寧
ろ
下
輩
の
人
た
ち

は
善
を
為
さ
ず
、
悪
を
為
す
人
た
ち
と
、
言
う
べ

き
で
し
ょ
う
。

関
本
師
は
、
下
品
下
輩
は
三
品
と
も
悪
機
と
し

て
お
ら
れ
、
一
方
で
下
輩
の
善
は
、
中
品
下
生
に

あ
り
と
も
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
如
何
な
る

意
味
な
の
か
と
言
う
と
、
こ
の
下
三
品
下
輩
の
人

で
あ
っ
て
も
、
念
佛
の
教
え
に
会
い
、
阿
弥
陀
佛

の
弘
願
に
よ
っ
て
造
悪
の
罪
が
滅
せ
ら
れ
て
生
ま

れ
変
わ
り
後
の
、
生
き
ざ
ま
、
生
業
と
し
て
の
位

を
現
し
て
い
る
と
、
前
も
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。

《
妙
星
斎
》
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